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信仰 の 目 由 と 強制 





ムスリム の 皆様 。 被 造物 の 中 で 最も 誉れ あ 


る 存在 で ある 人 間 は 、 食 べた り 飲 ん だ り 休 ん だ 


り と いっ た 肉体 的 な 必要 性 と と も に 、 信 仰 し た 
り 、 持 拝 行為 を 行っ た り と いう よう な 精神 的 な 
必要 性 を 持っ て いま す 。 な ぜ な ら 人 は 、 ア ッ ラ 
ー に 上 崇拝 行為 を 行う た め に 創造 され た の で す 。 
( 撤 き 散ら す も の 章 第 se 節 ) 崇高 な ちる アッ ラ 
ー は 、 あ ら ゆ る も の を 人 間 の た め に 存在 させ ら 
れ ま し た 。 そ し て 数 え 切 れ な い ほ どの 恵み を 、 
人 間 に 与 えら れ ま し た 。 
アッ フー は 、 人 間 に 
イ バ ー ダ の 義務 を 果 た 
し 、 正 し い 行 為 を 実践 
愚 事 か ら 身 を 守り 、 
その よう に し て 現世 と 
来世 に お ける 幸福 を 得 
る こと が で きる よ 2 う 、 
知恵 、 2 良心 、 翌 
愚 の 識別 を 与え られ ま 
レ 江 。 で れ C と どまり ら 
ず 、 人 間 を 最初 に 創 ら 
れ た 時 以来 、 導 き 者 と 
し て 、 預 言 者 と 啓典 を 
下さ れ て きた の で す 。 預言 者 た ち は 、 人 々 を 、 
イ バ ー ダ 、 罪 か ら 身 を 守る こと 、 美 徳 、 善 行 を 
施す こと 、 罪 で ある 言葉 や 行為 、 振 る 交 い を 避 
ける こと へ と 導き まし た 。 た だ し 、 人 々 に こ 
ら を 強制 する こと は し ませ ん で し た 。 なぜなら 
祭 高 な る アッ ラー は 、 人 に 、 様 々 な 形 で の 試練 
を 与え られ る か ら で す 。 試 練 で ある 、 人 の 意志 
と いう も の に は 、 自 由 が ある 必要 が あり ます 。 
崇高 な る アッ ラー は クル アー ン で 、 次 の よう に 
仰せ られ て お られ ます 。 「 だ か ら 誰 で も 望み の 
まま に 信仰 させ 、 ま た (望み の まま に ) 拒否 さ 
せな さい 。」 (洞窟 章 第 29 節 ) この 自由 の 中 
に お いて 、 信 仰 す る 者 も 、 拒 否 す る 者 も 存在 し 
た の で す 。 ア デッラ ー は 人 々 に 、 信 仰 や イ バ ー ダ 
を 強制 させ られ て は いな い の で す 。 なぜなら こ 


の 教え に は 、 強 制 は あっ て は な ら な いか ら で す 。 
(雌牛 章 第 256 節 ) も し 制 が あっ た と し た ら 、 


この 世に は 、 信 仰 し 、 





イ バ ー ダ を 行わ な い 人 は 誰 も いな か っ た で 
し ょ う 。 こ の 真実 に つい て アッ ラー は 、 以 下 の 
よう に 仰せ られ て お られ ます 。 「 も し 主 の 御 
心 な ら 、 地 上 の 凡 て の 者 は 凡 て 信仰 に 入っ た こ 
と で あろ う 。 あ な た は 人 々 を 、 強 いて 信者 に し 
よう と する の か 。」 (ユー ヌス 章 第 99 節 ) 
預言 者 た ち は 、 人 々 に 教え を 弥 制 する た め 
で は な く 、 教 え を 伝え る た め 、 そ し て それ を 、 
言葉 で 、 実 践 で 説く た め 、 遣 わ ちさ れ た の で す 。 
「 だ か ら あ な た は 訓 戒 し な さい 。 本 当 に あな た 
は 一 人 の 訓 戒 者 に 外 な 
ら な い 。 か れ ら の た め 
の 、 支 配 者 で は な 
い 。」 (圧倒 的 事態 章 
第 21 一 22 節 ) と 語ら れ 
て いま す 。 
親愛 な る ムスリム の 
皆様 。 信仰 や イ バ ー ダ 
が 、 ア デッラ ー の 位階 に 
お いて 承認 され る た め 
に は 、 強 制 さ れる こと 
な く 、 自 由 意 志 の う ち 
に 、 イ フラ ー ス と 誠実 
さ を も っ て それ ら を 行う こと が 必要 で す 。 強制 
に よる 信仰 は 、 真 の 信仰 で は あり ませ ん 。 強制 
され て 行う イ バ ー ダ も 、 真 の イ バ ー ダ で は あり 
ませ ん 。 だ か ら 和 祭 高 な る アッ ラー は 、 教 え に お 
いて 強制 する こと を 禁じ られ て お られ る の で す 。 
親愛 な る ムスリム の 皆様 。 祭 高 な る アッ ラ 
ー は 、 人 に 、 信 仰 や イ バ ー ダ を 強制 する こと を 
禁じ られ て お られ る の と 同様 、 信 仰 し 、 イ バー 
ダ を 行う こと を 望 @ 人 に 対し て 妨げ に な る こと 
も ゃ また 、 禁 じ ら れ て お られ ます 。 ムスリム と し 
て 私 た ち が 負 う 義 務 は 、 教 え を 学ぶ こと 、 実 践 
する こと 、 英 知 や 訓 戒 に よっ て 人 々 に 説く こと 
uc 
今日 の フト バ を 、 次 の 章 旬 に よっ て 終え た 
いと 過 t い ます 。 「 善 行 を な す 者 は 自分 を 益 し 、 
行 を な す 者 は 自分 を 損なう 。」 (フッ スイ ラ 章 
Pe 
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